
（様式－１ 表紙） 

  １ 調査名称：（一宮市）総合交通戦略策定調査 

 ２ 調査主体：一宮市 

 ３ 調査圏域：一宮市管内 

 ４ 調査期間：令和５年８月１１日 ～ 令和６年３月２９日(令和５年度調査分) 

 ５ 調査概要： 

本市では、最上位計画である第７次一宮市総合計画において、歴史や現在の

暮らしに対応した拠点の形成を図り、これらを公共交通でネットワーク化し連

携する、「多拠点ネットワーク型都市」の実現による持続的発展を目指してい

る。これまで、「公共交通計画」や「自転車活用推進計画」などの交通に関する

個別計画に基づき施策を実施してきたが、今後、多様な交通モードを一体とし

て捉えた総合的な交通に関する取組みをまちづくりと連携して推進していく必

要がある。 

本総合交通戦略は、公共交通を中心とした徒歩、自転車、自動車など多様な

交通モードの連携を図り、自動車に過度に依存せずとも将来にわたって安心し

て移動できる交通環境の構築に向け、効果的かつ戦略的に交通施策を推進して

いくことを目的として、新たに策定するものである。 



（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要 

 １ 調査名称：（一宮市）総合交通戦略策定調査 

 ２ 報告書目次 
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（様式－２ｂ 調査概要）

 ３ 調査体制 

 ４ 委員会名簿等： 

一宮市総合交通戦略策定協議会
会長：大同大学工学部教授 嶋田 喜昭  
副会長：名古屋工業大学大学院工学研究科教授 鈴木 弘司

一宮市総合交通戦略策定協議会 事務局
一宮市まちづくり部地域交通課 交通政策グループ



（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果 

 １ 調査目的 

本市では、最上位計画である第７次一宮市総合計画において、歴史や現在の暮ら

しに対応した拠点の形成を図り、これらを公共交通でネットワーク化し連携する、

「多拠点ネットワーク型都市」の実現による持続的発展を目指している。 

これまで、「公共交通計画」や「自転車活用推進計画」などの交通に関する個別

計画に基づき施策を実施してきたが、今後、多様な交通モードを一体として捉えた

総合的な交通に関する取組みをまちづくりと連携して推進していく必要がある。 

本総合交通戦略は、公共交通を中心とした徒歩、自転車、自動車など多様な交通モ

ードの連携を図り、自動車に過度に依存せずとも将来にわたって安心して移動でき

る交通環境の構築に向け、効果的かつ戦略的に交通施策を推進していくことを目的

として、新たに策定するものである。

 ２ 調査フロー 

[令和５年度調査の範囲]



 ３ 調査圏域図 

出典：国土数値情報、地理院地図（地理院タイルをモノクロ加工）、DRM（R5 年 3 月）、R3 センサス 



（様式－３ｂ 調査成果）

 ４ 調査成果 

成果の抜粋を以下に示す。 









本市における現状と将来見通しを踏まえ、安全・快適な移動環境を実現するため、交通面では

以下のとおり３つの視点から１０の課題を挙げた。 

これらの課題解決に向けては、関係機関等と連携をとりながら、多様な施策を総合的、一体的

に推進する。 



調査の実施方法 

(1) 調査対象と方法 

(2) 回収状況 

郵送・webアンケートを実施し、合計 1,611票の回答を得ました。

分類 対象 
方法 

配布・配信 回収

住民

住民
（郵送配布・無作為抽出） ・郵送配布、依頼文に QR コードを記載 

郵送
WEB

住民（広報誌） ・市広報に QR コードを記載 WEB

公共交通 鉄道、i-バス利用者
・一宮駅にて QR コードを掲載したミニチラシを配布 
・安全交通街頭啓発に合わせてチラシ配布 
・QRコード記載のポスターを i-バス車内に掲示 

WEB

配布方法等 配布数 回収票数 回収率（％） 配布等期間 
郵送配布（郵送回収） 

3,000 
967 

45% 11 月２4 日
～12 月 23 日郵送配布（WEB 回収） 377 

広報一宮 12月号 
（WEB 回収） ― 47 ― 11 月２4 日

～12 月 23 日
一宮駅周辺でのチラシ配布

（WEB 回収） 1,636 
216 11% 

11 月 29 日
～12 月 23 日

交通安全街頭啓発での 
チラシ配布（WEB 回収） 250 12 月 1 日 

～12 月 23 日
i-バス車内ポスター掲示
（WEB 回収） ― 4 ― 12 月 1 日 

～12 月 23 日

合計 ― 1,611 ― ― 



 調査の結果(概要) 
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バス停までの距離

改善してもバスは利用しない

待たなくても乗車できる(運行本数が多い)

利用しやすい料金

より早い始発、より遅い終バス

乗り継ぎなしで目的地へ行ける

時刻表どおりに発着する(定時性が高い)

バス待ち環境の改善(ベンチ・屋根の整備、商業施設内にバス停を設置など)

情報の分かりやすさ(時刻表、遅延情報など)

遠回りしない・速達性が高い(目的地までの所要時間)

鉄道との乗り継ぎが快適になる(駅改札までの距離・経路等)

鉄道などと共通して支払できる携帯・スマホアプリの導入

地域で使えるポイントを還元

バス停駐輪場の整備

バス停やバス車両のバリアフリー化

バス停までの経路のバリアフリー化

その他




